
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

令
和
二
年
四
月
十
六
日 

参

議

院

法

務

委

員

会 

 

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

民
事
訴
訟
事
件
の
内
容
の
複
雑
困
難
化
及
び
専
門
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
そ
の
実
情
を
把
握
し
、
必
要
な
対
応
を
行

う
と
と
も
に
、
訴
訟
手
続
の
審
理
期
間
及
び
合
議
率
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
審
理
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
近
年
の
状

況
を
検
証
し
、
審
理
の
運
用
手
法
、
制
度
の
改
善
等
に
取
り
組
ん
だ
上
で
、
目
標
達
成
に
必
要
な
範
囲
で
裁
判
官
の
定
員
管

理
を
行
う
こ
と
。 

二 

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
改
正
を
行
う
場
合
に
は
、
引
き
続
き
、
判
事
補
か
ら
判
事
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者

の
概
数
と
判
事
の
欠
員
見
込
み
の
概
数
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
定
員
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

三 

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
判
事
補
の
定
員
の
充
足
に
努
め
る
と
と
も
に
、
判
事
補
の
定
員
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
更
な
る
削
減
等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
こ
と
。 



四 

現
在
の
法
曹
養
成
制
度
の
下
で
の
法
曹
志
望
者
の
減
少
が
法
曹
の
質
や
判
事
補
任
官
者
数
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
き
必
要
な

分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
国
会
に
示
す
と
と
も
に
、
法
曹
養
成
機
能
の
向
上
、
法
曹
志
望
者
の
増
加
等
に
向
け
た
取
組
を

よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
。 

五 

司
法
制
度
に
対
す
る
信
頼
確
保
の
た
め
、
訟
務
分
野
に
お
い
て
国
の
指
定
代
理
人
と
し
て
活
動
す
る
裁
判
官
出
身
の
検
事

の
割
合
の
縮
小
に
関
す
る
政
府
方
針
を
踏
ま
え
、
必
要
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
。 

六 

離
婚
後
の
子
ど
も
の
養
育
費
の
不
払
、
面
会
交
流
の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
子
を
め
ぐ
る
事
件
の
複
雑
困
難
化
、
家
庭
裁

判
所
の
家
事
事
件
の
新
受
件
数
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
裁
判
所
の
機
能
強
化
を
図
り
、
家
事
事
件
の
専
門
性
に

配
慮
し
た
適
正
な
人
員
配
置
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


